
「高齢期の生活に潜むリスク
　　　　　　　　ー真相を知って備えよう！」

午前

午後

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部

社会リハビリテーション学科

教授　西垣千春

実践発表＜13:45～15:15＞
DVD上映＜13:10～13:40＞
開　　会＜13:00～13:10＞

閉　　会　　　＜16:30＞

ディスカッション＜15:30～16:30＞

講師

◆コーディネーター　 神戸学院大学　総合リハビリテーション学部
社会リハビリテーション学科　教授　藤井博志

一定の地域において、住民の相互扶助がどのように誕生し、発展・展開していくのか、また自助や、制度福祉などの
公助の仕組みとどのように連携・協働していくことが求められているのかを先駆的な事例をもとに検証します。

10:00～11:30

●場　所 ： 神戸学院大学  有瀬キャンパス９号館

●定　員 ： １００名(事前申込は不要です）

●参加費 ：  無　料

●主　催 ：  

（セミナーC会場）

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部
社会リハビリテーション学科

全国コミュニティーライフサポートセンター

すずの会（神奈川県川崎市）　　　　　　　　             代　　表　鈴木恵子

暮らしづくりネットワーク北芝（大阪府箕面市）　　      事務局長　池谷啓介

山都町下矢部西部地区 社会福祉協議会（熊本県）　   会         長     津川則光

２０１２

「住民同士で支え合い、施設と協働して
　　　　　　　　　　　　地域で暮らし続けることをめざした実践を考える」

「地域における住民の相互扶助の体制構築に関する調査・研究」報告会
厚生労働省社会援護局　平成23年度社会福祉推進事業

＜講演＞

TEL: 　　　　　　　　 FAX:022-727-8738全国コミュニティーライフサポートセンター●お問い合わせ●
〒981-0932宮城県仙台市青葉区木町16-30  シンエイ木町ビル１F　

022-727-8730

老後の生活にはさまざまなリスクが
潜んでいる。そして一度問題が生じると、
周囲に気づかれないまま生活が破綻して
しまうことも、現代の日本社会では少なくない。
高齢者を助けるサービスはたくさんあるのに、なぜ十分に活用されないのか。

苦しむ高齢者を一人でも減らすため、また、自分や家族がそうした事態に陥らない
ために、何が必要なのか。豊富な実例とともに考える。

認知症、病気、詐欺、事故、子どもの失業ー

神戸学院大学 社会リハビリテーション学科
公開講座


